
口
■
■
■
■

ヽ
．
　

．
．
″

い

．　
・・，″
山

■
ン
●
、
■

:..・・

`

三
〇
二
五
年
度
大
津
市
伝
統
芸
・能
会
館
主
催
能
楽
公
演

開
館
三
十
周
年
記
念
公
演

第
２
回

ヒ
ヒ
ム
一欄

．　
．

●

ヽ

F〕0

¬

ヽ

‥
燿
ぜ

■
ヽ |

―■

“

F

E「

籟
目
日
□
■
■
囲

¬
「ヽ

二
〇
二
五
年
七
月
六
日

（
日

）
十
四
時
開
演

大
津
市
伝
統
芸
能
会
館

歌
人

お
話
　
林

和
清

r二
十
議

月
/ザ

｀
、ヽ

1
′
メ
″′■
~■7燃

　
　
　
・・　
　
　
ヽ

「
〉

玄

鷹躍髪

「
膨

巨

`

ふ



開
館
三
十
周
年
記
念
公
演

第
２
回

2025年

7月 6日 [日 ]

14時開演

(13時 30分開場)

一〇
１
五
年
度

大
津
市
伝
統
芸
能
会
館
主
催
能
楽
公
演

お
話

　

歌
人

林

　

和
清

〈
　
　
一“眺
　
　
〉

後
自
河
法
阜
圭ロ
エ八
「　
平廻
吉
青

人
納
＝

深
野

貴
彦

阿
サ
内
侍
田
茂
井
廣
道

建
礼
円
院
味
方

　

玄

大

原

御

幸

高
里富

〓
宝
生

欣
哉

一
一
調

、保
赫

古
森

田

保
美

人
Ｅ
小
林

　

努

輿
，
宝
生

尚
哉

輿
，
宝
生

朝
哉

間
　
　

　

太
刀
持
茂
山

虎
真

一九
六
六
年
京
都
に
て
能
楽
師
・味
方
健
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
．幼
少
よ
り
父
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
‥
九
八
六
年
、

片
山
幽
雪
（人
間
国
主
）に
内
弟
子
入
門
．幽
雪
冗
阻
九
郎
右
衛
間
）、

十
陛
九
郎
右
衛
門
に
師
事
二
九
九
一年
独
立
。
三
〇
〇
一年

「京
都
市
芸
術
新
人
賞
」受
賞
。
二
〇
〇
二
年
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都

テ
レ
ビ
に
て
能
楽
入
門
番
組
「能
三
味
一（全
―
人
口
）を
監
修
、

出
演
す
る
。
二
Ｃ
〇
三
年
新
作
能
「待
月
」
の
脚
本
を
手
が
け

シ
テ
を
演
じ
る
，
二
〇
０
四
年
「京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
」

受
賞
ｆ
バ
）
三
二
年
「第
四
十
四
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政

大
学
能
楽
賞
」受
賞
ｔ
二
０
二
三
年
「第
四
十
．
回

京
都
府

文
化
賞
功
労
賞
」
受
賞
ｃ
二
〇
〇
六
年
淡
交
社
よ
り
「能
ヘ

の
い
ざ
な
い
」
を
出
版
ｅ
二
〇
三
年
、
重
要
無
形
文
化
財

（総
合
）
認
定
。

歌
人

終
演
　
十
六
時

四
〇
分
頃

開
館
　
卜

周
年
記
念

公
演

の
第

一回
は
、
大
曲
と
し
て
名
高

い
『
人
原
御
幸
」
を

Ｌ
演
い
た
し
ま
す
ｔ

長
門
日
早
軸
の
沖
に
入
水
す
る
も
源
氏
の
兵
に
助
け
ら
れ
都
に
帰
遠
し
た
建
礼
門
院
は

落
飾
の
後
、
人
原
の
寂
光
院
に
隠
棲
し
我
が
子
安
徳
天
皇
と
、
平
家

門
の
苦
提
を
弔
う

日
々
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
後
白
河
法
阜
の
御
幸
が
あ
り
ま
す
。
女
院
は
法
皇
の

求
め
に
応
じ
、
衆
生
が
業
に
よ
っ
て
流
転
輪
廻
す
る
六
道
の
有
様
と
、
西
海
で
体
験
し
た

先
帝
の
最
期
を
語
る
の
で
し
た
。

『
平
家
物
語
』
の
最
後
に
付
さ
れ

た
灌
頂
巻
を
能
に
し
た
作
品
で
す
。

初
夏

の
大
原
が
見
せ
る
の
ど
か

な
情
景
と
は
対
象
的

に
、
主
人
公

の
減
罪
の
日
々
と
、
不
本
意
な
回
顧

に
よ
る
悲
痛
な
心
の
叫
び
が
秘
め

ら
れ
た
、
「
語
り
」
の
世
界
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

林

和

清

一
九
六

．年
京
都
生
ま
れ
。
現
在
も
在
住
，
二
十
三
歳

で
塚
本
邦
雄
に
師
事
。
短
歌
誌
「
玲
瀧
」
に
大
会
。
現
在
、

「
玲
瀧
」
選
者
・編
集
委
員
。
一
九
九
一
年
第

＾
歌
集
「
ゆ
る

が
る
れ
」
に
て
第
十
八
回
現
代
歌
人
集
会
賞
受
賞
。
以
下
、

「
本
に
縁
り
て
魚
を
求
め
よ
」
「
匿
名
の
森
」
最
新
歌
集

「朱
雀
の
瞥
」
な
ど
、
歌
集
五
冊
上
梓
。
ほ
か
に
エ
ッ
セ
イ
集

「京
都
千
年
う
た
紀
行
」
な
ど
。
現
在
担
当
中
の
講
座
は
、

「源
氏
物
語
」
一百
人
一
首
」
一万
葉
集
」
「古
事
記
」
を
は
じ

め
一
か
月
五
十
講
座
ｃ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
一
百
人

一
首

歌
人
紀
行
」
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
ラ
ジ
オ
「
今
朝
の
み
そ
ひ
と

文
字
」な
ど
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
出
演
も
多
数
．
現
代
歌
人
集
会

理
事
長
、
現
代
歌
人
協
会
会
員
。

大
江

広
祐

後
見

味
方

　

国

大
江

信
行

浅
井

風
矢

橋
本

忠
樹

地
話

河
村
浩
太
郎

片
山
九
郎
一魯
門

河
村

和
貴

浦
田

保
親

Ｃ^
〉＞
天
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∽
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一
つ
，
０
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∽

観
世
流
能
役
者
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方

玄
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[交通案内]

京阪電車石坂線「大津市役所前」駅から南へ約400m

JR琵琶湖線「大津」駅からタクシーで約lo分

」R湖西線「大津京」駅からタクシーで約5分

来館者専用駐車場 (無料)がございます。
☆来館者専用駐車場 (無料)の台数に限りがありますので、

できるだけ公共交通機関のご利用をお願い致します。

|三

中 山口

舞 台

S席 正面席

A席 脇正面席

中正面席

正面席の一部

に
［］日「］］Ｈ

G囲)     CttB)
前売 S席 5′ 500円 A席 5′000円

(当日各500円増)―___、
発売日 友の会 i3月 21日 (金)一 般 :4月 4日 (金 )
各発売日の受付は窓口10時 より電話予約11時 より開始

薇調D
大津市伝統芸能会館 le1 077-527-5236

堅田駅前観光案内所 十e1077-573-1000

石 山駅観 光案 内所 十e1077-534-0706

X未 就学児のご入場はお断り申し上げます。
X記載内容は変更になる場合がこざいます。

大津市伝統芸能会館     日諾 日
大津市園城寺町246-24     夏暮開寝
Web h‖ pS://WWW.OtSU― denge司 p/[コ 罰麟 ゛:
王催/大津市伝統芸能会館 指定管理者 株式会社コンベンションリンケージ

後援 /三 井寺 京都新聞 大津市議会

チラン使用写真 (両 面とも)/『 入原御幸』味方 玄  撮影 .金 の星渡辺写真鍔
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